
株主のみなさまへ 
 

平素は格別のお引き立てにあずかり厚く御礼申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症による様々な制限から解放される兆しが見えてまいりました。一方
で、ウクライナとロシアによる争いは未だ終息せず、物価も急激な高騰を続けております。当
社が本拠を構える米国におきましては、金融機関が破綻するなど非常に不安定な情勢となって
おります。そのような中において、2022 年度、当社メディシノバでは、研究開発プロジェクト
を前進させることに全力を傾注してまいりました。 

MN-166（イブジラスト）におきましては、急性呼吸窮迫症候群（ARDS）リスクを有する重
症 COVID-19入院患者を対象とするフェーズ 2臨床治験の良好なトップラインデータを発表す
ることができました。また、グリオブラストーマ（神経膠芽腫）を対象としたフェーズ 2臨床
治験、アルコール使用障害（AUD）を対象としたフェーズ 2b 臨床治験の 2 つの治験で患者登
録が完了しました。現在、いずれも登録患者さんの治療が継続しており、治療が終わり次第、
データの解析が進められる予定です。さらに、カナダ政府からの資金援助により実施される新
型コロナ後遺症を対象とする臨床治験も無事に開始されました。このように多くのプロジェク
トにおいてポジティブな進展が認められ、実りのある一年であったと考えております。 

また、MN-001（タイペルカスト）におきましては、2 型糖尿病及び高中性脂肪血症を伴う
NAFLD 患者を対象とした臨床治験が 2022年の 7 月より開始し、患者登録が進められるととも
に、MN-001が脂質プロファイルを改善するメカニズムについてアカデミアとの共同研究も進
められております。 

2023年に入り、早いもので 5 カ月が過ぎようとしておりますが、この一年も研究開発プロジェ
クトを更に前進させることはもちろんのこと、IR・PR 活動にも力を注いでいきたいと考えて
おります。新型コロナウイルスの影響も和らいできましたので、株主・投資家の皆様と積極的
にコミュニケーションを図ることができればと思います。是非ともご指導・ご鞭撻をお願いで
きれば幸いでございます。 

何卒よろしくお願い申し上げます。 
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